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■　専修大学140周年ロゴ/石巻専修大学30周年ロゴ
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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
役
立
つ
情
報
や
学
生
の
寄
稿
、
体
育
会
の
活
躍
・
試
合
予
定
な
ど
を

満
載
し
て
、
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
９
号
館
（
１
２
０
年
記
念
館
）、

10
号
館
（
１
３
０
年
記
念
館
）
や
学
生
生
活
課
前
な
ど
に
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
号
館
地

下
１
階
、
７
号
館
１
階
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
学
内
配
布

分
は
無
料
。
ご
父
母
・
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
育
友
会
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
）

♦
ニ
ュ
ー
ス
専
修

　
ま
ず
初
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、

新
入
生
・
在
学
生
・
関
係
各
位
の

安
全
お
よ
び
健
康
に
最
大
限
配
慮

す
る
た
め
、
４
月
６
日
に
予
定
し

て
い
た
入
学
式
の
中
止
を
は
じ

め
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
授
業
等

の
日
程
、
実
施
方
法
の
変
更
を
決

定
し
ま
し
た
。
ど
う
か
事
情
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
専
修
大
学
に
よ
う
こ

そ
。
と
り
わ
け
、
本
学
創
立
１
４

０
周
年
を
迎
え
る
本
年
度
に
新
設

さ
れ
た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
そ
し
て
経
済
学
部
の
現
代

経
済
学
科
お
よ
び
生
活
環
境
経
済

学
科
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科
の
第

１
期
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
、
新
し
い
本
学
の
顔
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
学
が
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
掲
げ
る
教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
社
会
知
性
の
開
発
を
め
ざ
す
」

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。「
社
会

知
性
の
開
発
を
め
ざ
す
」
と
は
、

皆
さ
ん
が
専
修
大
学
で
身
に
つ
け

る
知
識
や
技
能
を
自
分
だ
け
の
も

の
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
自
身
が
他
者
と
の
連

携
や
協
力
関
係
の
中
で
生
か
さ
れ

る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
知
識
や

技
能
を
家
族
や
所
属
す
る
組
織
、

地
域
、
そ
し
て
社
会
の
諸
課
題
解

決
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
本
学
は
、
深
い
人
間
理
解

に
つ
な
が
る
教
育
、
倫
理
観
を
重

ん
じ
る
教
育
、
独
創
的
発
想
を
促

す
教
育
、
そ
し
て
地
球
的
視
野
を

持
た
せ
る
教
育
を
基
軸
に
置
い
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
を
採
用

し
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
を
地
球

レ
ベ
ル
で
可
視
化
し
た
も
の
と
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
‥Sustainable 

Development Goals

（「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
の
略
称
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
国

連
サ
ミ
ッ
ト
に
て
策
定
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
こ
と
を
目
指
し
、
先
進
国
と

途
上
国
が
一
丸
と
な
っ
て
２
０
３

０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
国
際
社

会
共
通
の
目
標
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
本
学
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
も

つ
な
が
る
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
で
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
所
属
す
る
学
部
・

大
学
院
・
法
科
大
学
院
で
の
学
修

内
容
の
修
得
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

と
連
動
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の

意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
今
後

の
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
付
け
、
換
言
す
れ

ば
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
形
成
は
、
皆

さ
ん
の
活
躍
が
源
と
な
る
こ
と
を

お
伝
え
し
、
歓
迎
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
の
方
々
に
も
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
防
止
の
た
め
、
誠
に
残
念
な
が

ら
入
学
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
晴
れ
て
専
修

大
学
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
心

か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

　
大
学
は
、
ど
こ
の
大
学
に
入
っ

た
か
で
は
な
く
、
大
学
で
何
を
し

た
か
が
問
題
で
す
。
高
校
ま
で
の

偏
差
値
は
、
一
つ
の
評
価
基
準
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
大
学
で
の
評
価

は
、
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
る

こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
問
題
を
発

見
し
、
自
ら
問
題
を
解
決
す
る
力

が
あ
る
か
で
す
。
主
体
的
に
勉
学

し
、
自
分
の
得
意
と
す
る
分
野
を

伸
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の

展
望
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
歴
史
は
、
１
８
８

０
（
明
治
13
）
年
に
創
立
さ
れ
た

専
修
学
校
に
始
ま
り
ま
す
。
幕
末

の
動
乱
を
生
き
残
っ
た
創
立
者
た

ち
は
、
太
平
洋
を
渡
っ
て
、
エ
ー

ル
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
で
約
８
年
の
間
、
近
代
の
学
問

を
修
得
し
、
帰
国
後
直
ち
に
専
修

学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
創
立
者

た
ち
は
、
高
等
教
育
に
よ
っ
て
社

会
の
屋
台
骨
を
支
え
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
熱
き
思
い
を
持
っ

て
、
専
修
学
校
を
創
立
し
ま
し

た
。
専
修
学
校
は
、
法
律
と
経
済

を
日
本
語
で
教
授
す
る
学
校
と

し
て
わ
が
国
で
最
初
の
も
の
で

し
た
。
明
治
期
の
五
大
法
律
学

校（
専
修
、
明
治
、
法
政
、
早
稲
田
、

中
央
）
の
時
代
に
は
、「
黒
門
の
専

修
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
黒

門
は
、
現
在
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
一
角
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
４

０
年
記
念
館
（
神
田
10
号
館
）
に

あ
る「
黒
門
ホ
ー
ル
」の
名
称
は
、

専
修
大
学
の
歴
史
を
顕
彰
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
高

等
教
育
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
伝

統
あ
る
専
修
大
学
に
お
い
て
勉
学

す
る
こ
と
に
、
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
日
々
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
４
月
か
ら
は
、
国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
ス
タ
ー

ト
し
、
経
済
学
部
で
は
３
学
科
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
に
は
、

創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

本
学
は
、
創
立
以
来
、
幾
多
の
苦

難
に
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、
有
為

な
人
材
を
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
創
立
者
た
ち
の
熱
き
思
い

は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
社
会

に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
に
集
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
「
社
会
知
性
の
開

発
」
を
掲
げ
、
建
学
の
精
神
の
具

現
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
も
専
修
人
と
し

て
建
学
の
精
神
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
勉
学
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
、
自
分
の
得
意
と
す
る
分
野
に

お
い
て
力
を
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
私
の
祝
辞
と
い
た
し

ま
す
。

学

長

佐
々
木

重
人

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
意
識
を

自
信
と
誇
り
持
っ
て
研
鑽
を

日
髙

義
博

理
事
長

　
２
０
２
０
年
度
の
新
入
生

は
学
部
４
１
７
８
人
、
大
学

院
87
人
、
法
科
大
学
院
22

人
。
こ
の
う
ち
今
年
度
新
設

さ
れ
た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
は
、
日
本
語
学

科
74
人
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
６
１
人

の
第
１
期
生
を
迎
え
た
。
同

学
部
長
に
は
４
月
１
日
付
で

斎
藤
達
哉
教
授
が
就
任
し

た
。

　
本
学
は
今
年
９
月
、
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
る
。
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
靖
国
通

り
沿
い
に
10
号
館
（
１
４
０

年
記
念
館
）
が
完
成
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
、
両
国

国
技
館
で
４
月
６
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
入
学
式
は
中
止

と
な
り
、
授
業
開
始
は
５
月

以
降
に
延
期
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
Ｊ
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

仲
川
輝
人
選
手
（
平
27
商
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

７
面

「
向
上
心
が
成
長
に
」

　４月７日、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、東京都・神奈川県

などに政府の緊急事態宣言が発令されました。学校法人専修大学は社会的

役割を果たすため、一丸となって感染症の拡大防止に努めてまいります。

　学生の皆さんには感染予防、健康管理に十分留意するようお願いいたし

ますとともに、本学の対応につきましてご理解・ご協力のほど、心より

お願い申し上げます。

　本学の新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応については、ポータル

サイトや大学ＷＥＢサイトに掲示しています。また、状況により、変更が

生じる可能性もありますので、最新情報を確認してください。

学生の皆さんへ

新型コロナウイルス感染症
に関する対応について

満開の桜と神田10号館。左端

は１号館、右奥にスカイツリ

ーが見える＝北の丸公園田安

門から、４月２日撮影

国際コミュニケーション学部に１期生

2020年度 4287人が入学

本紙のインタビューに応える

仲川選手＝３月９日




